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研究成果の概要（和文）：倫理的な医療組織はいかに創成できるのかという問題意識から、病院の倫理委員会体
制を医療組織倫理として見直すことを目的に、実践的研究として実際の倫理委員会活動の調査を、理論的研究と
して医療組織倫理やビジネス倫理の文献サーベイを行なった。その結果、病院内理倫理委員会は、組織という専
門分化された官僚制において、委員会メンバーに完結するような閉じたシステムではなく他の部門やスタッフに
開いたものとして、委員会内外の「自己言及」としての活動と、専門分化された現場で「対話」の場を作ること
が必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In order to recognize Japanese hospital ethics committee (HEC) system in 
hospital settings, we investigated the ethics committee activities and searched “organization 
ethics in healthcare” “and “business ethics in healthcare” in the literature, from the 
problematic issues how we explore ethical organization culture. In the results, we suggest that it 
is important thing that hospital ethics committee was not closed system composed of only committee 
member within the professional bureaucracy, but open system in hospital setting and it is necessary 
to act as “self-reference” in and outside the committee and to create the place of dialogue.      

研究分野：哲学、倫理学、生命倫理、ビジネス倫理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
病院内倫理委員会は、診療上に生じる倫理的問題に対応するために設置されているが、そこで想定されている倫
理的問題は患者ー医療者間に生じる問題を対象にした院内倫理委員会制度となっている。しかし、実際には倫理
的問題に組織の問題が内在しており、倫理学的な研究はこれまで、そのこと、すなわち「組織の次元」というマ
クロでもメゾでもない次元を見落としてきた。本研究は、哲学倫理学で考察しづらい病院の「組織」と倫理を検
討し直すことに学術的意義があり、病院で生じる倫理的問題の予防・解決システムを検討することに社会的意義
がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本の病院における臨床倫理の委員会制度は、外部監査の受審や専門職能団体のガイド
ラインで推奨されたことが契機となり設けられることが多い。委員会制度が推奨される一
方で、倫理委員会に求められる三つの役割―倫理事案の相談・審議・助言・提言、院内指
針の策定および評価、委員会内での自己教育を含む院内教育―が実質的に機能していない
問題が指摘され始めていた。（以前の科研課題で）実質的に機能しづらい現状を調査すると、
組織の問題が倫理的問題を生じさせている現状があった。調査結果として、臨床現場に多
く生じている倫理的問題には組織の問題が多く含まれているが、倫理委員会制度がそもそ
も「組織」というメゾ次元を見落としているために組織の問題に対応できないことが示唆
された。 
 
２．研究の目的 
 倫理的な医療組織はいかに創成できるのかという問題意識から、実際に倫理的問題を解決・
予防するために医療機関において機能している病院内倫理委員会を軸にした倫理サポートシス
テムを、組織という観点から見直すことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）医療現場の倫理サポートシステムの実態を調査する、（２）「医療組織」「医療組織倫
理」を「組織研究」の知見を参考に倫理学的に考察する、（３）実態調査結果の分析ならび
に「医療組織倫理」の理論的考察を学際的に行うことで、医療組織倫理の展望や課題を検
討する、（４）現行の倫理サポートシステムを根本的に問い直し、医療現場における倫理的
な医療実践を後押しするような対話に開かれたダイナミクスな倫理サポートシステムの検
討、の４点を課題とした。 
 
４．研究成果 
（１）臨床倫理委員会の実態調査として、１つの病院の委員会活動に約１年間半研究者と
して参加し、音声を記録した。音声記録を逐語録にし、その結果を分析した（調査結果・
分析は（３）に記載）。分担研究者であるクリニカルエシシスト（臨床倫理士）の活動調査
として、活動する病院でプレ調査を行なった。病院での倫理活動を２日間参与観察し、ま
た、クリニカルエシシストとして公式活動（勤務）している初の公式「立場」として、活
動してきた経緯の報告発表会を行なった。 
 
（２）organization ethics in healthcareが登場した経緯を文献から整理した結果、米国の
20世紀後半の医療制度改革により医療現場や市民から不満の声があがり、医療訴訟も増え
たことが、主な要因になっていることが示唆された。ただし、文献の多くは、実際の管理
者による実践的研究であり、organization ethics in healthcareの理論的研究が検索されて
こなかった。また、そもそもの文献数も多くなく、organization ethicsで検索した。その
結果、organization ethicsは、営利企業を主な研究対象としてきたビジネスエシックスで、
組織の道徳的責任、集団意思決定プロセスとして議論されていることがわかった。医療組
織の倫理を考察するための論点析出には、さらなる文献サーベイが必要であること、経営
学や経済学で主に議論されている企業の社会的責任理論等を考察する必要があることがわ
かった。また organization という近代に登場した概念は、日本でも組織文化が頻繁に言
われるように「文化」という規範が生成し続ける場所でもある。米国の民間保険医療制度
がベースのヘルスケア組織が検討されている organization ethics / in healthcare文献を参
考にしつつ、「日本」との差異を検討するための文献サーベイも、さらなる課題であること
がわかった。 
 
（３）臨床倫理委員会の実態調査を行い、その委員会活動の実態を考察したところ、委員
会メンバーと委員会が自己完結することなく、病院にある他の委員会や他の職員に緩やか
に働きかける活動をしていた。調査した委員会は、病院内の職員教育としての倫理教育を、
集合研修だけではなく他の委員会と共同で実施することもあった。職員の「倫理」教育は
一般的に集合研修という形をとるが、その形式の規範的教育より「対話文化の醸成」、例え
ばスタッフが日常的に集まる機会を対話的な場とする取り組みが有用であるかもしれない
ことが示唆された。また、コンサルテーション活動の調査結果は、コンサルテーション問
題を相談する以前の組織レベルの＜コミュニケーション＞の問題が病院に多いことを明ら
かにした。多くの病院で採用するコンサルテーション制度は、医療スタッフが倫理的問題
を委員会に相談し、委員会が相談を受け検討した助言を医療スタッフに回答として提示す
る、という流れになっているが、それでは病院で多く発生する倫理的問題を特定する以前
の問題に対応困難であることが示唆された。 
文献サーベイから見えた結果を参考に、調査した委員会活動の特徴を考察した結果、ミ
クロ・メゾレベルにおける「自己言及」としての活動という姿が見えてきた。以上から、
倫理委員会が、組織という次元を見落とさないものとして機能するためには、「対話」「自



己言及」としての活動が重要になることが示された。日本の病院における倫理サポートシ
ステムを検討するには、organization ethics in healthcareをめぐる他の学問分野の研究成
果調査、米国の医療保健制度、専門職制度等の文献調査、また、「組織」や「臨床」概念の
倫理学的考察が、今後の課題であることがわかった。（なお、クリニカルエシシストの実態
調査はさらなる調査が必要なため今後も継続する） 
 
（４）医療現場における倫理的な医療実践を後押しするような対話に開かれたダイナミク
スな倫理サポートシステムには、組織という専門分化された官僚制において、委員会メン
バーに完結するような閉じたシステムとしての院内倫理教育やコンサルテーション活動で
はなく、他の部門やスタッフに開いたものとして、委員会内外に向けた「自己言及」的な
活動と、専門分化された現場では困難だが「対話」の場を作るための活動が鍵となる可能
性を開くことができた。 
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